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図2:ヒヨドリ個体数の変化
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とので きる“留鳥"で すが,お おくのイ固体

が秋冬 に南の温かい地方に移動 し,西

南 日本では秋から冬にかけて増カロす るこ

とが知 られてい ます。図2は ,2004-5年

の2年 間に おけ る,理 学部植物園周辺

での ヒヨ ドリの個体数変化 を しめ して

い ます。両年 とも秋 か ら季節がすすむ

につれて ヒヨ ドリの数がゆ るやかに増

カロしてい くさまが見て とれ ます。

ヒヨ ドリはおお くの植物に とって重

要 な烏です.と い うのは,か れ らが植

物の果実をたべ る “果 実食烏"で

あ り,植物に とっては種子 をは こ

ん で くれ る,大 切 な “種 子 散 布

者"で あるためです.林 内を歩 く

と,赤 色や 黒 色,オ レン ジ色の
,

さまざまな色あざやかな果 実に出

会 いますが, ヒヨ ドリが食べ るの

は これ ら “鳥散布植物"の 果 実で

す。鳥散布植物の果実 とは甘 い果

肉でコーテ イングされた種子 と考
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え られ ます .果 肉 は,お お くの場合 ,

やわ らか く水分 と糖分 に富んだ組織 か

ら成 ってい るのに対 して,そ のなかの

種 子 はか たい殻 でつ つ まれ て い ます .

ヒヨ ドリな どの果実食鳥は果実を丸呑

みに した うえで種子 の まわ りの果肉だ

けを消化 し,消 化 しきれない種子 をp■

き出 した り排泄 した りします.こ の よ

うに して,種子 は無傷 の まま母樹 か ら

遠 くへ散布 され, ヒヨ ドリは種子散布

者 としての役害1を はたすのです。 ヒヨ

ドリが果 実をたべてか ら種子 を排泄す

るまでの時間は,植物種 によって少々

異 な ります が,お よそ10-40分 程度 と

ゎかってい ます
2).か

れ らの移動 能カ

を考 えあわせ ると,鳥 を介 して種子 は

少 な くとも数百 メー トル を移動す る可

台ヒ性 があ ります .

植物園の林床 に シー ド・ トラップ と

呼 ばれ る円形 の布袋 を設 置 して上 空か

ら落 ちて くるもの をあつめて調べてみ
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図3 イカル Eο′みοκα′″Sο 4′チク (撮 影 :オ尾曰 )



るとじつに さまざまな烏散布植物の種

子 を見つ けることがで きます.こ れ ら

はみ な ヒヨ ドリをは じめ とす る果実食

鳥によって運 ばれて きたものです。植

物園の林 冠 をかたちづ くるエ ノキや ム

クノキの種子 はもちろん, クマ ノミズ

キの九い種子,ヨ ウシユヤマ ゴボウの

黒 く光沢 のある種子,ネ コノチチの糸ロ

長 い特徴的 な種子 も少 なか らず見つか

ります。園内の林床 に群生す るヤマ コ

ンニヤクの色あざやかな果 実は,い つ

の まにか烏たちに食べつ くされて消 え

てい きますが,そ の種子 もた しかに出

て きます.ヨ ウシュヤマ ゴボウな どは

国内であま り見かけない ことを考 えあ

わす と,種 子 はおそ ら くタト部か ら運 ば

れて きているので しよう.

この よ うに, シー ド・ トラップのな

かに運 ばれて くるさまざまな種子 を見

ていると,果 実食鳥のい となみ を介 し

て植物 も移動 しているとい うことを目

に見 えるかたちで実感す ることがで き

ます.も っ とも運ばれて きた種子のす

べ てが芽生 え成長 で きるわけではあ り

ません.運 ばれた種子のおお くがさま

ざまな動物に食べ られた り生育に不適

な場所に運 ばれた りして,発 芽す るこ

とな く失わ れ て しまい ます。 しか し,

種子 が運 ばれて くることは植物がその

場に定着す るための文要条件 に ちがい

あ りません .
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種子 をこわす鳥― イカル

落葉がは じま り,林冠か ら911い てい

る空が少 しずつ大 き くなってい くころ,

エ ノキやムクノキの木立のなか を歩い

ていると,樹 上の空間にかすかな気配

とざわ め きを感 じる ことが あ ります .

頭 上 に 目を凝 ら してみ る と,梢 に群

がって枝先の果 実を一ミ不舌しに食べ て

いる鳥たちの群 れが見つか るかも しれ

ません。かれ らが,秋冬の植物園の第

二の主役 とい うべ きイカル とい う鳥で

す (図 3)。 イカルはア トリ科 に属す る野

鳥で,ヒ ヨ ドリと同様 にスズメとハ ト

の中間 くらいの大 きさですが,ス マー

トな ヒヨ ドリと較べ ると随分ずん ぐり

むっ くりの体型 を しています。

イカルは “種子食鳥"で す。かれ ら

は “種子散布者"で はな く,種 子 を壊

して しま う“種 子 捕 食者"で ,植 物 に

とってみれば迷惑な存在です.イ カル

は大 きなクチバ シで種子 を害1っ て,種

子のなかの胚や胚茅しを食べて生活 して

い ます。 ヒヨ ドリが食べていたのは種

子の まわ りのあまい果肉の部分ですが
,

この部分 もイカルに とっては邪魔 で し

かないよ うで,種子 を割 るときに示Jが

して捨 てて しまい ます.ヒ ヨ ドリもイ

カル も同 じ果 実を食べているに もかか

わ らず両者 は利用す る部位 が まった く

異なっているわけです .



イ カルの クチバ シの構 造 と種 子 の食

べ 方 をも う少 し詳 し く見 てみ ま しょう.

クチバ シは大 くしっか けして お り“ペ ン

チ"を 逹想 させ るもの です が,種 子 を害1

る様 子 をよ く見 てみ る と“ペ ンチ "と は

少 し違 ってい る ことが分 か けます .イ

カルは種 子 を害Jる ときに , クチバ シの

左右 どち らかの端 の部分 で種子 を挟み

ます.ク チバ シの左右 の端 に は上下 の

クチ バ シの噛 み 合 せ の接 点 が あ っ て ,

この 接 点 で 力 をカロえ て い る の で す .

“ベ ンチ "は 力 を“面"で カロえ る もの で

す が, イ カルの クチバ シは力 を“線 "で

カロえる ことに よって種子 を害1っ て い る

とい え ます.で す か ら,こ の よ うな クチ

バ シの使 い方 は “ペ ンチ "よ |り も “ニッ

パー"に 喩 え るほ うが近 いか も しれ ま

せん.実 際 イカルの割 った種 子 の破 片

はか な り鋭 い断 面 を して い ます.ま た

イカル な どの ア トリの仲 間は舌 が細長

い特殊 なかたちをしていて,種 子 を害1っ

てか らなかの胚 を J9‐ み に掻 きだす こと

が で きます
2).こ

の よ うに イ カル はか

たい殻 に まも られ た種子 を食べ るため

の さまざまな特徴 を獲得 してい ます .

子孫 を 多 く残 したい植 物 の傾|か ら見 て

み る と,イ カル は樹 上 の種子 を食 い荒

らす厄介 な存在 です.と くに イ カル は

群 れ をな して種 子 を食べ るの で,植物

に とって一 度 に大 きな被 害 を与 える こ

とが予想 され ます。2004年 に ,イ カル
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図4:イ カJレ個体数の変化

が種 子 を好 ん で食べ るエ レ科 エ ノキ と

ム ク ノキ各 1イ固体 に お い て被 害の程 度

を調 査 しま した。 その結 果,エ ノキ で

全 体 の 3害1,ム ク ノキ で 5害J程 度 の種

子 が イカルに食べ られ て失われ てい る

ことが あ きらかに な りま した.こ の よ

うに,イ カルに よ る種子 捕食 は植 物 が

子孫 を残 す うえで大 きな負の影響 をあ

た えて い る ことが分 か りま した。

イ カル は周年 生息 して い る留烏です

が, ヒヨ ドリと同様 ,理 学部植 物 園 で

は秋冬 にイ固体 数 が増カロします。 しか し

イ カル個 体 数 は ヒヨ ドリ とは や や 異

なったパ ター ンの変化 をみせ ます。 図

4は 秋 か ら冬 に か けて の イ カルイ固体 数

の変化 を記録 した ものです。観察 され

るイカルの個体 数 は大 き く増減 し, 多

い と きに は100羽 に逹 す る群 れ が見 ら

れ ヒヨ ドリの数 をは るかに上 回 るい っ

ぽ うで,ほ とん ど姿の見 えない時期 も

ある ことがわ か ります .こ の よ うな個
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体数 の変動 は,群 れ が季 節的 あ るいは

地域的 に移動 す る ことに よって生 じて

くる とみ られ ます が ,そ の 詳 しい パ

ター ンや メカニ ズムはわ か って い ませ

ん。調 査 を したエ ノキの本 では,食べ

られ る種 子 の量 がイカル個体 数 の変動

に したがって大 き く変化 してい ま した。

この こ とか ら,イ カ ル の群 れ の季 節

的・ 地域的 なも、るまいが植 物 の繁殖 に

大 きな影 響 をあた えるの では ないか と

考 えてい ます .

市街 の喧 騒 か らはなれ た,秋 の植物

園の森 は,冬 に向 か う季 節 の なかで食

物 をも とめ る鳥た ち と種子 を残 そ うと

す る樹木 とが織 りなす絶 えざる大 きな

動 きの なかに あ ります。 ここに記 した

スケ ッチ は,そ の大 きな動 きの ほんの

ちい さな断 片 にす ぎません が,そ のひ

そ や か な? しか し同様 に た しか な?

動 きの存在 を感 じていただけれ ば幸 い

です .こ の文章 を執 筆す る機会 を与 え

ていただいた中 島和 秀 さん に感謝 しま

す .

引用文献
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2006年 京大11月 祭 jヒ 部祭典参加植物園まつ り報告

テーマ :「植物採集と植物園」―一生きている“標本"の 存在意義を考える 一

第44口 京大植物園観察会

2006年 11月 23日 (木・祝)10時半～12時 晴れ

レポーター 吉本治一郎

京IF・ 大学大学院晨学研究科 院生

今回の京大植物園祭りは,『生きている「標本」

の存在意義を考える』とい うテーマのもと,村

田源先生に植物園を案内していただきました。

まず入口付近でユ リノキ とモ ミジバスズカ

ケノキ (プ ラタナス)の 黄葉を見 ました。地面

にはチャンチンモ ドキの果実がた くさん落ち

ていました.チ ャンチンモ ドキはヒマラヤか

ら九州にまで分布す る植物ですが, ここにあ

るのは京人植物学教室の故小泉源一教授
1)が

九州から持って来られたものです .

次に,回路沿いの植物 を順番に観察 しまし

た。ユキツバキがた くさん植 えられています

が, この植物は標高の高い所を好む種で, 日

本では滋賀県以北の北陸から東北地方の出中

に分布 しています.一方,ヤ ブツバキ (ツ バキ)

は本州から屋久 島に至るまで広 く分布 してお

り,ユ キツバキより染色体数が多いとい う違

いがあります。おそらくユキツバキは水河期

以降の気温上昇に伴って分布 を南の方へ拡大

して きたのではないか と考えられ ま

す。道 を隔てて向かい倶1に はオカメ

ザサ とマダケの群落があ ります。他

の笹 や竹 には葉柄 が あ りません が
,

オカメザサには葉柄があ けます 幹

のよ うに見える竹の地上部は全て枝

であ り, これ らの枝には節 ごとに成

長点があるため,あ っとい う間に大

きくなることがで きるのです.ち な

みに,竹 が生えている場所の地下に

|ま 三岩がな く,地盤が弱いことから,

竹は地盤の指標になります .

南東のエ リアでは,サ ザンカの仲間のシシ

ガシラ(獅 子頭)が 鮮やかな花をた くさんつけ

ていました。獅子頭はツバキ とサザンカの雑

種, もしくはツバキ と油茶 という植物 (中 国

原産)の 雑種 と言われています。関西では枝

が横に追 う品種が好 まれるようですが,関 東

では寒椿 と呼び,枝が上に伸びる品種が好 ま

れるようです。 また, このエ リアにはムクノ

キ とエノキ (ど ちらもニ レ科), ムクロジなど

さまざまな落葉樹があります。ムクノキは盆

地や扇状地のような平地でのみ見 られる植物

で,黒 い実は食用にされ ます 昔,村田先生

たちが毎木調査を行ったところ,な ん とムグ

ノキ とエノキは最大被度 を占めていることが

判明 しましたD.ム クロジの枝の先端にある

葉 (頂 掌葉)は 他の葉 と形が異なり,最 後まで

枝に残って実 と一緒に落下 します。ちなみに
,

近縁種のモ クゲンジは,風が吹いたときに頂

掌葉が枝 を揺すって種子 を落 とす とい う面白

tヽ
′
l■ 質を持っています。 このような落葉樹は

,

半年で一年分の栄養 を生産 して体 内に蓄える

とい う戦略 をとります。そのため,落 葉樹は

高地のような苛酷な環境では生育できず,一

方,水分や養分に恵まれた平地ではいち早 く



成長することができるため,落葉樹が多くな

ると考 えられ ます .

次に,セ コイアの人木の ところまで行 きま

した。この本は常緑で,故沼口人學教授
°がア

メリカから種子 を送られ,演 習林の圃場に蒔

かれた首の 1本 を植 えられたものです。アメ

リカに分布す るセコイアは常緑樹ですが,中

国原産であるメタセコイアは落葉樹です.こ の

ことを明 らかに したのが植物学教室の故二木

茂教授
°で,そ れ までは 日本 で見つかった化石

のほとんどがセコイアと思われていたようです .

東端のエ リアの林床にはシャガの群落があ

ります。 シャガでは菫力によってホルモンが

下に移動することで気
=し

が葉の裏にのみ形成

され ます。 この ことも京大植物学教室を出て ,

晨学部の教授 となられた今村駿一 all教 授
つの

研究
°によって明 らかにな りました.林道エ

事などでIEり 起 こされてひっ くり返った株で

は,新 しい葉は気
=し

が下になるように表裏逆

に伸びます。 また, 日本のシャガは三倍体で

種子を作らずに栄養繁殖 しますが,中 国のシャ

ガは二倍体であるとい う違いもあります .

最後に,池 の周 りでヨシを観察 しま した。

ヨシは12月 に入 ると枯れ ますが,木津川 な

どでよ く見 られるセイタカヨシとい う近縁種

は冬でも青々 としています .

このように,京 人植物園では自然に近い環

境のなかでた くさんの植物 を見 ることがで き

ます。これは,単なる見本園ではなく「生態植物

園」にす るとい う郡場寛教授
つの コンセプトに

基づいて設計 され,管理 されて きたからです。

植物園の役害1は 生物の横のつなが りや縦の過

程 (芽 生えから種子散布 まで)を 見せることで

あるとい う村田先生のお言葉 をここに引用 し,

このレポー トの結びとさせていただきます.

当日観察 した植物

木本 :ユ リノキ,モ ミジバスズカケ (プ ラ

タナス),チ ヤンチ ンモ ドキ,ユ キツバキ ,

ャブッバキ (ツ バキ),シ シガシラ(獅 子頭),
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ム ク ノキ,エ ノキ,ム クロ ジ,モ クゲ ン ジ
,

セ コイア, メタセコイア (ア ケボノスギ)

草本 :オ カメザサ,マ ダケ, シヤガ, ヨシ
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部植物学教室)教 I‐K 故人

2)Memo士s of山 2 Factllty of Sdencら Kyoto Uiversi与

Senes ofbiolo"New se五 es 6:91-1481973

3)沼 田 大學 林学 京都帝国大学 (晨 学部)教

授 故人

4)三木 茂 植物学者 大阪市立大学教授を経て

式庫川女子大学教授 故人  (京都帝国大学 (理

学部)助手の時,当 植物園の設立に関係された)

5)今村 駿一郎 植物生理学 京都帝国大学 (晨

学部)教授 故人

6)Memoirs Of the College of Science′  Kyoto

1lnperial Universl、 みSerB 6:271-3311931

7)郡 場 寛 植物生理学 京都帝国大学 (理 学部)

植物学科初代教授 シンガポール昭南植物園園長

弘前大学学長等 故人

京都大学総合博物館見学会

2006年 11月 23日 (木。況)13時半～■4時 半

レポーター 本間 淳

京都大学大学院晨学研究科 院生

植物園祭 り午後の部の前半は,場 所を移 し

て京人総合博物館見学 ツアー を行 い ま した。

案内 して くださったのは,京大総合博物館初

代館長の河野昭一先生です。京大総合博物館

の常設晨示には自然科学系 と人文科学系があ

るのですが,今回は時間の都合 もあり, 自然

科学系のみのツアー を行いました.地 震の測

定や地殻の活動に関す る地球物理学,か つて

日本に生息 していたカキ (貝 類)や ゾウなどの

化石や生活の様子 を晨示 した化石―古生物学 ,

京人野外研究の幸である霊長類の社会に関す

る野外研究, ヨーロッパ人に先ん じて小麦の

起源 を解明 した栽培植物起源学,京 人の持つ



豊かな研究林,芦 生の森の野生動物に関する

晨示,そ して,故丼上民二先生が立ち上げら

れたマ レー シア・ ランビル国立公園の林冠研

究プロジェク トの展示などをさまざまな稟話

を交えながら案内 していただきました .

最後に,午前中には観察会のガイ ドをして

いただいた村田源先生にも案内にカロわってい

ただき,植物標本資料室の見学を行いました.

S、 だんは研究関係の人 しか入れない場所です

ので,参 カロ者に とっては貴重な体験で した。こ

の部屋の空調は標本の保存に最適なようにコ

ンピュー タ管理 されていて,万一人災が発生

した場う こは,部屋全体に宣素ガスを充満させて

貴重な標本 を守るようになっているそ うです .

標本のなかでも一番重要なのは,「 タイプ標

本」 と呼ばれています。他の標本 とはちがい
,

赤い線の入った紙に包んで保存されていまし

た.こ れは,人間で言えば戸籍謄本に当たるよ

うなものだそ うです。ある新種 を発見 し,記 載

する際に用いられたもので,そ の種の「代表」

として永久に保存されます。その後に この種

を研究する場合には,羮 ず このタイプ標本 を

参照することになっています そのため,タ イ

ブ標本 を直接調べるために,世界中から研究

者がやってきます 京大総合博物館では,1995

年から訪間帳 をつけているそ うです。 これに

は,い つ,誰 が,ど のグループの生物 を研究 しに

訪れたのかが残 されています 長い歴史のあ

る場所 (イ ギリスのキュー植物園など)に は,膨

大な量の訪間llRが 残 されてお り,そ れ自体が

生物研究の貴重な遺産 といえます このよう

な施設にレヒベ ると京人総合博物館の歴史はわ

ずかなものです。しかし,長年の研究活動によっ

て集積 された標本群 が,新たな研究の生物研

究の歴史を生み出すもとになるはずです .

今回のツアーでは,京 人のフィール ド研究

の多様さとユニークさ,そ してそれに関わった

研究者逹によって作 られてきた歴史 という遺

産の貴重 さを改めて感 じることができました .
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博 物 学 の魅力 とは ? ― ジ ョイ ン トワー ク

ショップ “植物採集 と植物園"―

2006年 11月 23日 (木・況)15時～17時

於京都大学総合博物館 2階 ゼ ミ室

レポー ター

京都大学大学院農学研究科 院生 嘉田修平

現在の学問世界の中で,博物学のよって立

つべ きところはどこにあるのか.京大植物園

を題材 に,生 物や 自然物に直に角まれ なが ら,

それを記録 してい く博物学の面白さを,い ろ

いろな視点から議論ができればいいのではな

いか, というのが本企画を立ち上げた初発の

動機であった 京大植物園では,博物学的研

究が直接にされて きたわけではないが,密接

な関連がある.植物園 としての規模は決 して

大 きくないが, これまで, 多 〈の昆虫学者や

植物学者が植物園で研究をおこなって きてい

る (詳 しくは,植 物園 を考 える会 のホー ム

ペー ジの業績集をご覧 ください).

この座談会では,午前に植物園を案内 して

下 さった村田源先生,午 後に博物館 を案内 し

て下 さった元京大総合博物館長河野昭一先生 ,

(そ れぞれの レポー トは

'l報
),そ して京大植

物園を文学の立場からとい う事で文学部の中

務哲郎先生,京 大植物園を考 える会の活動に

ずっと関わってこられた晨学研究科大学院生

の坂本二禾口さんをパネラーに,そ して植物園の

池にすむ昆虫 (カ メムシ)を 研究 している,私 ,

農学研究科 昆虫生態学の嘉田修平が司会 を務

めさせて頂いた。手短に,座談会の内容をレ

ポー トしたいと思 う.

まず,村田先生に基調講演 を頂いた。生物

標本,特 に植物の標本 を作 る意義 とは何 か ,

とい う話題からは じまった。

「植物は動物 と違って動 くことができません。

種子が落ちて生えた場所で,生 きていかなけれ

ばなりません。よく『所変われば品変わる』としヒ

喩 されるように動物にレヒベて植物は,変 異 (形 ,



性質の違い)が大きくて,世の中で全 く同 じ個体

とい うのは存在 しません。それを研究するた

めには,地域間でレヒ較 しないといけません」

「一番 良いのは生きている個体 どうしを較ベ

ることだが,離れた場所の個体 をレヒ較するに

は,標本にせ ざるを得 ません.標本は,色 は

失われるが,形は残 り,そ れによ |り 形質をレヒ

較できます.た だ,皆 さんに一つ注意 しても

らいたいのは,“ 見本"と “標本"と は違 う, と

い うこと.現在,『ボタニカルアー ト』 とい う

ように,鉢植 えの植物を正確に模写す るとい

うことが流行 っていますが,そ れ だけなら,

写真の方がいい.単 なる模写では,(学 術的に

は)意味がありません。時間をlniて て,地域 をIni

ててしヒ較するためのものが,標 本です。いわば
,

植物の横の関係,縦の関係 を較べるためのも

の.横 とは,離 れた地域間の関係,縦 とは数十

年前の個体 と今のものを較べる, とい うよう

な時空間的に離れた関係 を意味 します.J

次に植物園の存在意義に関 して,話 された .

「植 えた植物が どのような一生を送るか (縦

のFTl係 )を み ることができるのが,植物園の

大 きな役害1で す。 しか し, 日本の植物園は
,

珍 しい,綺麗なものを集めることがメインに

なっていて, これではフラワーパー クと変わ

らない.本来あるべ き(学術的)使命 を目指 し

ているものは,少 ないと言えるで しょう。京

人の植物園は小 さくて,十分にその役害1を 果

たす ことは難 しいかもしれ ませんが,キ ャン

パスの中にあのような場所があるとい うこと
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自体が貴重で,世 界に誇 りうるも

のだと考 えています .」

私 は標本 作成 の第一 の意 義 を ,

これ ほ ど明確に説明されたの を聞

いたのは初めてで,非 常に感銘 を受

けた.日 頃 ,●l究 者の端 くれ として

標本には密接に接することが多かっ

たけれ ども,標 本は生物の縦・横の

関係 両方 を見 るための ものという

指摘は分かりやす く見事だと感 じた .

次に,河野先生に話題提供 を頂 いた まず

これ まで精力的に研究をされてきたカタクリ

のお話 をされた。群落中の繁殖個体は十数年

以上 ('可 野2001)最大38年 も生 きるとい う.

群落全ての個体の消長 を記録 し,モ ニタリン

グす る ことで寿命 は明 らかになったので あ

るが,そ の他 カタクリの種子につ くエライオ

ソームという白い物質が,ア リに種子 を運ば

せ る役害1を もっていることの紹介, さらにエ

ライオソームはアリの体表炭化水素に擬態 して

いるという驚くべき事実の紹介 をされた (河 野

ら 未発表).植物 を研究することで,「生きた

植物のイメージを伝 える」ことを人事に してい

るとい うのが河野先生の言葉で したが,ま さ

に植物の生活史の部分ではな く全体像に迫ろ

うという研究態度が伝わってきた。

その上で,生 活の全倶1面 の記載を可能にす

るには,「 標本では不可能であるJと 述べ られ

た.そ れには,や はリフィール ド(野 外),ま たは

「植物園Jと いう生きた姿を保っている場所が
,

研究の現場 となる。自然界 と植物園 とは,も ち

ろん違うものであるが,「生 きもの としての植物

の姿」を保存 している場所 とい う意味では,同

じであり価値があるとの興味深い指摘であった。

また,河野先生が考 える京人植物園の役害1

とは,「 いろいろな情報を集めていく」とい うこ

とで,自 然 と人が どう生 きてい くかの姿を学

ん で い く場 所 で あ る必 要 が あ る との こ と .

「植物 を種 として保全 してい くことは,あ の

程度の規模では難 しいと考 えられ ますが,あ



る生物が世代 を繋いでい くのを観察する場 と

しては,非 常に重宝されます.継続は人事で

あ り,大 学の植物園の重要性 とは,い ろいろ

な情報 を集めて,そ れが継続 されていき,学

生・教 官いろいろな人に見 られてい くことが

人事なのではないで しょうか」 と指摘 された。

だからこそ,今,植物園をどうい う環境のど

ういう場 として存続 させてい くかは, もっと

立場に Ftlわ りな く考えな くてはならないので

はないか, と私は感 じた.

文学部の中務先生は,専 門はギリシャ文学 と

いうことであるが,植物園には非常に思い入れが

あるとのこと.夕1え ば,あ る作品では,「モ ミ」

と訳 されている植物があった.し か し,それ

が京大植物園に見に来たら,な ん と「スギの

一種」 の ことであった.「 植物がた くさん あ

り,そ れが紹介 されているとい うこと」には

大 きな意味があるとおっ しゃった。

なにより,散歩の場 として,京 人植物園は

重宝 していて,よ く昼休みなどに来 られると

の こと,そ れは一番重要な「役割」かもしれな

いことに,私 も同意する。あのような鬱蒼 と

した空間は,大学キャンパスにあって,異 質

である その異質さを求めて,人が出入 りし

たがるのでないだろうか .

大学院生の坂本 さんは,植物園には じめて

行 くことになったきっかけなどを語った後に
,

両先生に質問をされました。各植物のもつ歴

史および京人植物園の意義は何か ? の F・5い

に,村田先生は 「植物には大 きな変異があり,

そのような変異 を実際に見 られるのが植物園

の最大 の役 害1で は」,そ して京大植物 園は
,

野外 といえるかどうか との問いに,河野先生

は 「理論的研究においても, フィール ドでの

継続的な観察が重要です.身 近なところに生

物のつなが りを実感できる場所があるとい う

のは極めて貴重」 と話 された。

また,会場 からの質問を紹介する.「研 究者

に対 してア ドバイスは ?」 とい う質問に対 し

て,河 野先生から「生物にはまだまだ未知の世
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界があります。人の真似 をせずに,自 分のや け

たいことを目指 していけばいいのではないで

しょうか」。次の質問で,「今 は,新 しい技術

(シ リカゲルや写真週刊まで挟むなど)を 用

いれば,色 あせの少ない標本が作れる.博物館

は,そ のような手法でもっ といい晨示がで きる

のでないか.」 「植物 を持っていって質問しても,

対応が非常に思い。どうにかならないか」とい

う会場のある方からの 2つ の要望に対 して,両

先 生は ,「 対痣が恙いのは,人 材不 足 が原 因 .

我々がもっとFgq題 提起 して,現状 を変えてい

く`必 要があるのではないか」と答えられた。

レポー トの最後に,河野先生が今の 日本の

人々に警鐘 をならす話で しめたい。「今 ,自 然

に対する意識がイ象下 しているのでないか ?」

とい う耳の痛い話である.沖縄の赤土が海に

流出する問題,林野庁の無節操,無計画な天

然林の伐採 ('可野2006)。「それ らは,自 然のデ

リケー トな維持機構に対する気配 りが足 りな

いのではないで しょうか。壊す ことを何 とも

思わないとい う人々が,そ れ をやって しまっ

ています。そのような,『 自然に対する気配 け』

をもっと若い うちから育んでいかな くてはな

らない。 そのよ うな市民教育の場 として も,

植物園を役立ててい くべ きではないで しょう

か」 と指摘 された.非 常に道に響 く話で した

し,確かに二次的 自然 とはいえ, 自然のモデ

ル としての重要性 を植物園に見いだせるかも

しれないと思った .

全ての内容 をこの報告文に詰め込むにはは

なはだ短 く,植物園に関わる話 をもとに まと

めた。京大植物 園の,そ して「植物学」への

きっかけとしての植物園が, これからも社会

に根づいてい くことを願 って, この レポー ト

を終わ らせていただ く.

引用文献

河野 昭― (2001)ニ ュー トンムック 植物の世界

(草 本編上) ニュー トンプレス発行

河野 昭― (2006)日 本の林野行政機構・改革の

緊急性,重要性に関する意見書



jヒ 白川 の タ ヌキ

立澤史郎

北海道大学大学院文学研究科

地域システム科学講座

(元 京都大学理学部動物学教室)

ミレニ アム景 気で賑 わ う1999年 冬、

いつ もの よ うに夜 中 の 3日寺頃 に研 究室

を出た。リヒ部 正門 を出て、下宿へ 帰 るベ

く全力疾 走 を始 め た途端、「ガツ ッ l」

とい う衝 撃 と共 に 自転車 がつん のめ |り 、

身体 は宙 を舞 った。 ジヤケ ッ トの肘 が

破 れ、 膝 をアス フ ァル トで強打 した。

怒 りの矛先 を採 す が誰 もいない。 よ く

よ く闇に 目を,疑 らす と、 晨学部 Flの 方

へ黒 い鬼 が よ ろよろ と消 えてゆ く。 も、

わ っ と膨 らん だ尻尾、 現 場 に残 ったす

えた獣 臭、 そ して一瞬振 り返 った情 け

ない顔。 タヌキ だった。 あの衝 撃 や歩

き方 か ら して、 かな りの ダメー ジだっ

たに逹 い ない 1)。

かつ ては,吉 田 出に も普通 に タヌキ

やキ ツネが闊 歩 していた。 しか し1980

年代 以降 はほ とん ど目撃 が な くな り、

1994年 の聞 き取 り調 査 では 「以前見 た

と人 か ら聞 いた」 人 しかい な くなって

いた。 その後、 吉 曰 出や その界隈 は整

備 され,明 る くきれ いに なった。 まさ

かそ こに タヌキが現 われ、 自分 がそれ

ゆ く の ぎ ″電信 32007.12

タヌキ 東樹宏メロ撮影 (奈 良公園)

に激 突す る とは思 い も しなかった。

動物 学教 室 に いた頃 , この あた りの

野 生動 物 に まつ わ る話 を幾度 か聞 いた

ことが ある。

「1970年 代 に は実習の時に タヌキの

糞が よ うあったで」 と教 えて くれ たの

は、 ニセ学生 を して いた私 を快 く実習

に参カロさせ て くれ た滝 明 夫 さん
2)だ

。

ア リを手 に持 ち、 ささっ とエナ メル で

マー ク して放 す手 早 さ、 ア リ専用 の軽

い ピンセ ッ トを自作 す る職 人 芸 は、 古

き良 き動 物 学の精神 を肌 で感 じさせ て

くれ た。

私 が試 す よ うに 「イ ヌの糞 とどこが

理 い ま した ?」 と聞 いた とき、 彼 は私

の記憶 の中で唯一 む っ と した表情 を見

せ、「あん た は 区 写1で き るん か ?」 と

返 して きた。 ひ と しき け教科 書的 な説

明 をす る私 に対 し、 彼 は一 言、「イ ヌは

ア リを喰 わんや ろ ?」 と返 した。



その通 り、 タヌキは地表性 の昆虫を

よ く食 し、 ア リもメニ ューに入 る。 だ

が後か ら考 える と、 タヌキが食べ たア

リと、 糞に集 まったア リとをはた して

滝 さんが区別 していたのか どうか。今

度会 った ら尋ね よ うと思っていたが、

鬼籍に入 られて しまった。

EB端 英雄 さん3)と 村上興正 さん4)の

会話 も面 白かった。 1995年 頃、今では

珍 しいかも しれ ないが、 専攻 を越 えて

教員や院生が集 ま り、 当時京大唯一の

保全生態学のゼ ミを開いていた。何か

とや けあ うご両人が珍 しく意気投合 し

ていた。確 か,昔 は吉田出 と植物園の

池の間 を多数の カエルやカメ (お そら

くヒキガエル とイシガメ)が 移動 して

いた, とい う話 だったか と思 う
5)。

イシガメが季節的に長 ,E離 移動す る

のは有名で、馬毛 島 (鹿 児 島県西之永

市)の 薇1で は2kmを こえる。 ゼ ミでは

カエルやカメが吉口山 と植物園 を往復

していたのか どうかが話題になってい

た。今、数頭 でもそ うい う個体 がいる

のだ ろうか、 tヽ た として、植物園 まで

障害な くた どりつけるのだろうか。

その植物園 を「調べ なあかん」と言っ

たのは伊谷純一 郎 さん6)だ った。 大学

院試 が終わ り、今はない旧動植教室 (旧

2号 館 )と 人類学教室 の間の湿 っぽい

空間に、 ぼ うっ と中空 を見つめて伊谷

さんが立っていた。 背中か ら私の戸惑
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イシガメ :鹿野雄一撮影 (馬 毛島)

う空気 を読 ん だのか ,IFcけ 返 った彼 は

一言、「キセ キ レイや」 と言 った。

確 かに 2羽 の キセ キ レイが、 雨上 が

りの大文字 出方 向へ 飛 び立 って いった。

おそ ら く私 が追 い立 てたのだ ろ うが、

彼 はそれ を咎 め るで もな く言葉 を重 ね

た。「あいつ ら どこで餌摂 って るん や と

思 う ?」 。院試 を終 えたばか りの人 間に
,

そん な質問に應 える余裕 はなか った。

む しろ面接の続 きか と相 変わ らず戸 惑 っ

て い る と、「僕 は植 物 園 が ll■tし い と思 う

な」 と勝 手 な答 えが返 って きた。「文口の

虫がい な くなって もあそ こに は 当分 い

ろいろいるや ろ ?」 「は あ、 な るほ ど」

と答 えた時,彼 は鳥 た ち と同 じ方 向へ、

楽 しそ うに歩 き始 め ていた。

追 いかけれ ば よか った と思 う。 なぜ

院試 に落 ちたのか も、 彼 が あの あ と植

物 園 でキセ キ レイに会 えたの か も、 も

う確 かめ る術 は ない。

年 が明 け、 京 の街 が落 ち着 いた旧正



月頃 ,明 け方 の吉 田 山の階段脇 で、 ぽ

つ ん と立 って い る タ ヌキ を見 た。 1頭 。

発情期 を迎 える この時期 , タヌキ はた

ぃて ぃペ アで行動 し,餌 を求 めて行動

圏 を拡 げ る。 そん な中で , あの事故 が

起 こったの か も しれ ない。 にヽつ も連れ

立 って,植 物 園や農場 に餌 を求 めて い

たの か も しれ ない。 そ うす る と この 1

頭 は、 ぁぃつ なのか、 それ とも連れ あ

い を亡 くしたパー トナー なの か。 そん

な詮 索 を嫌 が るよ うに、 瞬 きを した瞬

間、 風花 の中に そいつ は消 えた。

その後、 吉 田 山 と植 物 園 の間 を波 る

タヌキが い るか どうか、 私 は知 らない。

大文字 や 東 lLで は また タヌキ が増 えて

い る とも聞 くが、 今 の、 そ して これ か

らの植 物 園 を、 彼 や彼 女 らは,は た し

て越地 よ くオ1用 して くれ るだ ろ うか。

1)植 物園内では、2000年 前後にタヌキの

死体がみつかつてお り (中 島私信 )、 現在

も利用されている可能性がある。

2)滝  明夫 動物生態学 九州大学理学

部を経て京都大学理学部動物学教室助キ

故人

3)田 端  英雄 植物生態学 京都 大学理

学部植物学教室 (植 物生態研 究施設)助 教

授 ,京 都大学生態学研 究セ ンター助教授 ,

崚 阜 県 立 森 林 文 化 ア カデ ミー を経 て現 在

(有 )痣 用里占研 究所イヽ表

4)村 上 興正 動物生態学 京都大学理

学部動物学教室助手 を経 て現 在同恙社大学

工学部特別講師
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キツネ :名 オロ明撮影 (滋 賀県)

5)事 務局か ら田端 さんに確認 していただい

た ところ,「 イ シガ メの話 は知 らん。 カエル

の話 は岡田節人 さん か らFrnい た。」との お返

事 で , カ メにつ いて は筆者 の記憶 違 いの可

台ヒ′l■ もあ る。 しか し当時 の ノー トに は両種

が記 され て いたので ここではその まま記 し

た。

6)伊 谷 純一 郎 人類学・ 霊長類学 京都

大学理 学部動 物 学教 室教 授 (1991京 都 大学

名誉教授)を 経 て兵庫 県立人 と自然 の博 物

館館長 な ど 故人



リヒ白川と京大植物園

村松 光男

白川源流 と疏水を美 しくする会会長

日頃、リヒ白川学区内を流れ る白川 と琵琶

湖疏水第一分線 の美化 を中 ,こ に、環境保全

に努めてお り、特に疏 水周辺は緑 多い散策

路 で、地元は じめ 多 くの市民のい こいの場

として楽 しんでいただいてお ります。

今 か ら5年 近 く前、疏 水の環境づ くりの

一環 としてゲンジホタルの生育拡大 を考 え

ている折、 幼虫の餌になるカワニナ を育て

るのに、 カワニナはイチ ジク属のイヌビワ

(Fた,s ιγθε′の の葉 を好 んで食べ る ことが

わか り、 近 くの大文字出に行 く途中に ある

ら しい ことを聞いたがわか らず、 た また ま

京大植物園に もあると聞 き早速中 島さん を

訪 ね ま した。 植物園の入 口近 くに紬業のイ

ヌビワ と、 中央の池のリヒ東角に大 きな丸葉

のイヌ ビワの二種類 あ りま した。 は じめて

見 たので とて も感動 いた しま した。 今 年2

月に観察会 で小吹和男 さん (第 47口 京大植

物 園観察会 の ガイ

ド、 日本 自然保護

協会 所属)か らイ

ヌ ビワ とイヌ ビワ

コバチの解説 をい

ただ き、 大変参考

に な りま した。

この植物 園は開

設 当時 か ら硫 水の

水 を取 り入 れ られ

ていて、 日頃疏 水

の水質浄化に取 り
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組 んでい る私共 は とて も親 しみ を感 じてお

り、国内の樹木はすべて疏 水の水で育ってい

るといっても過言 ではない と思ってい ます。

取 水口近 くの疏 水には毎年 ホタル も飛び

交い、 園内の水路 に も少 しですがカワニナ

が確認 され、 おそ ら く6月 初 め頃の夜 に は

ホタルが飛んでいるのではないか と想像 し

てお ります。

ところで、 京人植物園が開設 され今年で

84年 、植物の生態、分類学の研 究、教育の

場 としてスター ト、維持、管理 されて きま し

たが、 大学の独立法人化や運営上の F・B題 で

樹木伐採 を期に「京大植物園 を考 える会」へ

当初 よ り地域住 民 として参カロさせていただ

き、毎 月の観察会 をは じめ毎年私共の「白川

源流 と疏 水 を美 しくす る会」 では 自然観察

会 を開催 させていただ き、 大変喜んでいた

だいてお ります。

私 も植物園の北 よ りに住み、疏 水の活動

を しなが ら植物園の東の方向 よ り高 くそび

える木々 を眺め る毎 日ですが、私共地域住

民に とっては植物園 とい うよ り大変豊かな

森 といった感 じで、 70代 か ら80代 の年配

の方々は子 どもの頃は 自由に出入 りして遊

び廻 った遊 び場だった ことをなつか しそ う

に話 され ます。 森 は私 たちをは じめあらゆ

る生 きもの を育んで くれ ます。

今年の夏も大変暑 さが きび しい毎 日で し

た。 街 中の ヒー トアイラン ド現象 もこの植

物園周辺 はかな りお さえられてお り、地球

温暖化防止の京都議定書 を実行す るために

C02削 減 には森林 の伐採 を1本 た りとも許

してはな りません。

最後に この植物園 をさらなる教育の場 とし

て未来 を託す子 どもたち (小 。中学生)に

も学習で きるよ うな機会 を作 っていただ き

た く切望 いた します。
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の

や

う

な

春

を

姜

で

て

ゐ

る

の

で

せ

う

か

時

間

（
と

さ

）
の

園

Ｔ

２
５

十

一
月

七

半

ば

を

蒸

す

と

、

い

ま

こ
れ

を

書

い

て

い

る

信

州

の

仕

事

場

で

は

、

終

日

ス

ト

ー

プ

を

焚

き

つ
づ

け

て

い

る

の

に

、

そ

れ

で

ｔ

朝

夕

の

冷

気

は

か

な

り

厳

し

い

ｔ

の

に

薬

じ

ら

れ

る

。

史

は

ど

こ

ま

で

ｔ

蒼

く

、

唐

松

の

葉

が

爾

の

よ

う

に

降

り

し

き

っ

て

い

る

。

昔

、

庭

４

し

て

読

ん

だ

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

少

女

の
、

俳

句

の

よ

う

な

、
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写真 1-1

「1960年 項の玄関の門

…言え立 当イηの姿 と足わ

れ る」 (長言′ 廿曰

源  氏)

写真 1-2

現 在の門の様子 と陶 IFA

の表オし (2007年 10月 19

日)

塁

写真 2-1

「植物園入 リロにあった園丁

官舎 設立当初からの初代園

丁、故・井上清二郎氏が住ん

で tヽ た。J(撮 影 :オ寸田 源

氏)

写真 2-2

現在の園丁官合跡地の様子

(2007年 10月 19日 )京 大北部

キャンパスヘの給水タンクに

なっている。
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京
大
植
物
園
の
風
景

―

植
物
園
の
中
に
家
が
あ

っ
た

一
九
六
〇
年
代
―

大
石
　
高
典

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
　
院
生

「
ゆ
く

の
き
通
信
」
創
刊
号
で
、
「京
大
植
物
園

の
音

の
風
景
を
写
し
た
写

真
や
ス
ケ

ッ
チ
を
採
し
て

い
ま
す
」

と
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
植
物
園
を

四

十
年
以
上
前
か
ら
見
て
き
た
と

い
う
村

田
源
さ
ん

（
元

。
京
都
大
学
理
学
部

植
物
学

教
室
講
師
）

か
ら
、

二
葉

の
貴
重
な
写
真
を
お
寄

せ
頂
き
ま
し
た
。

ご
本
人
の
了
解
を
得
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
設
立
か
ら
約

四
十

年
後

の

一
九
六
〇
年

こ
ろ
の
京
人
植
物
園
の

「顔
」

の
風
景
で
す
。

一
枚
目
は
、　
一
九
六
〇
年
頃

の
京
大
植
物
園

の
入
リ

ロ
の
間

の
様
子
で
す
。

現
在

の
間

の
様
子
と
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
写
真
を
見
比
べ
る
限
り
、
「理
学

部
植
物
園
」

と
書
か
れ
た
陶
板
で
作
ら
れ
た
表
札
や
、　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の

門
柱
は
現
在
も
同
じ
ま
ま
で
す
が
、
現
在
は
金
属
製

の
問
一扉
は
、
か

つ
て
は

木
製
で
、
現
在
は

工
事
用
車
両
が
十
分
に
通
過
で
き
る
幅
で
あ
る
間

の
幅
が
、

以
前
は
今
よ
り
も
ず

っ
と
狭
か

っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
門

の
上
に
植
物

が
覆

い
被
さ

っ
て

い
る
様
子
も
伺
え
ま
す
。
門
一扉
か
ら
見
え
て

い
る
園
内

の

樹
木

に
は
、
プ

レ
ー
ト
が
掛
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
門

の
位
置
そ

の
も

の
が
現

在
と
ど
れ
は
ど
違

っ
て

い
た

の
か
は
、

こ
の
写
真

か
ら
だ
け
で
は
知
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
落
ち
着

い
た
竹
ま

い
の
植
物
園

の
入
り

口
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

二
枚
日
は
、
同
じ

一
九
六
〇
年
代

の
園
丁
官
合

の
様
子
で
す
。
村

田
さ
ん

に
よ
る
と
、

こ
の
木
造
建
物
は
植
物
園
に
入

っ
て
、
す
ぐ
右
側
の
と
こ
ろ
、

現
在
で
は
、
大
き
な
銀
色
の
給
水
タ
ン
ク
が
出
来
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
チ

ャ
の
垣
根
の
前

に
、
自
転
車
が
停
め
て
あ
る
の
が
見
え
ま

す
が
、
当

日寺
は
植
物
園
専
任
の
園
丁
さ
ん
が
居
て
、
家
族
と

一
緒
に
住
み
込
み

な
が
ら
植
物
園
の
世
話
を
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
建
物
に
は
、
植
物
園
設

立
当
初
か
ら
の
園
丁
さ
ん
だ

っ
た
故

・
井
上
清
二
郎
氏
も
住
ん
で
お
ら
れ
た
と

の
こ
と
。

京
人
植
物
園
を
設
立
し
た
故

・
郡
場
寛
博
士

（京
都
大
学
理
学
部
生
物
学
科

植
物
学
教
室
初
代
教
授

・
植
物
生
理
生
態
学
）
は
、
良

い
研
究
材
料
を
ど
う

や

っ
て
見

つ
け
る

こ
と
が

で
き
る

の
か
、

と

い
う
弟
子

の
問

い
に
対
し
て
、

『
「や
は
り
園
丁
と
か
、
あ
ん
な

〔そ
の
よ
う
な
〕
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
物
に
ふ
れ

て

い
る
人
な
わ
け
だ
」

と
断
言
』

し
た
と
言

い
ま
す

（木
原
編
、　
一
九
六
六
）

＊
。
理
学
部
植
物
園
の
単
な
る
植
物
見
本
国
で
は
な
く
、

「雑
草
や
雑
木
も
重

要
な
研
究
対
象
」
と
す
る
生
態
植
物
園
と
し
て
の
性
格
と
、
そ
の
植
物
園
で
絶

え
ず

モ
ノ

（生
き
物
）

に
触
れ
て
勘
を
研
ざ
澄
ま
せ
、
研
究
者

の
必
要
に
痣
え

ら
れ
る
よ
う
な
職
業
意
識
を
持

っ
た
園
丁
さ
ん
を
育
て
、
大
切
に
す
る
と

い
う

か

つ
て
の
伝
統
に
は
、
戦
時
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
昭
南
植
物
園
や
、
草
創
期

の
京
都
府
立
植
物
園
園
長
を
も
歴
任
さ
れ
た
郡
場
博
士
の
、
植
物
生
理
研
究
者

な
ら
で
は
の
ラ
ボ
と
し
て
の
植
物
園

へ
の
思

い
入
れ
が
籠
め
ら
れ
て

い
た
の
で

は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

＊
参
考
文
献
‥
木
原
　
均
　
編

（
一
九
六
六
）

士
と
の
対
談
―
第

二
集
」
　

廣
川
書
店

「生
物
学
閑
話
―

郡
場
寛
博
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編集後記

昨年秋 に倉1刊 号 を出 してか ら 1年。手

探 り状態の中で今回第 3号 を発行す るこ

とがで きま した。 年 2口 発行 とい う当初

の 目標 が達成 で きてはっ としています。

80年 以上前に植物園 を創 られた方々の

熱意 は多 くの研 究 となって実を結 び ま し

た。 その後、 時代 の変化の中で植物園 を

過去の もの とす る風潮があ りま した。

観察会 の継続 は これ まで幾度 とな く植

物園 を見 直す きっかけ ともな り、様々 な

人 との出会 いか ら、植物園が今 また新 た

な役割 を果 たす時代 が近づ いていること

を実感 で きるよ うにな りま した。 寡黙 な

植物園に代わって 「ゆ くの き通信」 がそ

ん な植物園の役害1を 少 しでも伝 えられれ

ば嬉 しく思います。

2007年 12月 1日  影 LL貴 子

常 大 植 物 園 を考 え る会 ニ ュー ス レター

ゆ く の さ 通 信  第 3号
発 行 :2007年 12月 25日  常 大 植 物 園 を考 え る会

`P昴
」:二 手口

`P昴
J株 式会 社

事 務 局 :606-8799 在 常 警 使 局  私 音 箱 5号 「常 大 植 物 園 を考 え る会 」

http://members.α t.infoseek.co.Jp/bgarden/

kyotoubg@hotmoi:.com
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